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研究報告書 
 
TLR4/MD-2のカウンターパートであり構造的にも類似点の多いRP105/MD-1に関し

て、MD-1が脂質と結合する血清タンパクである点に着目して解析を進めてきた。その結

果、いくつかの種類の血清脂質においてMD-1の存在が影響している可能性が示唆され

たが、元来示唆されている肥満や自己免疫疾患との関連については直接説明できるとこ

ろまでには至らず今後の課題となった。一方で今後の方針を見極めることができ、さらなる

欠失マウスとのかけ合わせや新たな観点からの解析方法を見出すことができた。さらに抗

体 研 究 に 関 す る 共 同 研 究 サ ポ ー ト に よ り 、 新 た に 論 文 ① （ Yamazaki T., et 
al.J.Biol.Chem.2019)も発表できた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  


